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３月 16 日定例会散会後
議長に ICT 検討委員会 検討結果を答申

令和4年度　
福島県市議会議員研修会に参加

　令和５年１月27日、コロナ禍で見合わされていた福島県市議
会議員研修会が３年ぶりに、いわき市のパレスいわやで開催され
白河市議会から22名の議員が参加しました。早稲田大学政治経
済学術院教授　稲継裕昭氏による「自治体DXと議会におけるデ
ジタル化の推進」についての講演を受講してきました。
　折しもＩＣＴ導入について検討している当市議会としては、時
を得た話題で大変勉強になりました。

　本委員会は、令和4年１月31日に、議長諮問により委員会を設置し、委員７名により議員活動の活性化、議
会運営の効率化及び迅速化を図ることを目的に、ICTの導入等についての調査検討を行い、令和５年３月16
日に議長へ答申を行いました。その概要は、次の通りです。

　本委員会では、調査のため10回の会議を開催し、「喜多方市議会への先進地視察」、「タブレット端末の操
作体験」、「議会でのペーパーレス化の導入に必要な文書管理システムの検証」、「オンライン会議の開催が可
能となるオンライン会議システムの検証」などを実施しました。
　現在、地方議会において、「ペーパーレス化の導入」、「オンライン会議の開催」などの理由により、タブレッ
ト端末の導入が進んでおり、全国では、815市区の内423市区、51.９%で導入しています。県内１３市におい
ては、令和５年度までに白河市を除く12市で導入することが見込まれています。
　本委員会は、議会のICT導入について、「議員活動の充実」や「災害等危機管理への対応」、ペーパーレス化
による業務改善などを含めた「議会運営の効率化」、危機管理体制の構築に係る「オンラインによる会議開催
への対応」など大きな効果が認められることから、全会一致により「導入するべき」との結論に至りました。
　導入により想定される課題として、機器の購入や通信、シ
ステム使用料等の多額の費用が必要であることから、議会
全体のコスト削減を実施するとともに、執行部と連携し進
めることで、市全体の業務の効率化とコスト縮減を図り、十
分に費用対効果を検証しながら進める必要があります。ま
た、事前に全議員が操作研修等を行う必要があります。加え
て、SNSにおける情報発信については、その危険性を十分に
認識するとともに、情報発信の正確性や個人情報保護など
各種法律の遵守すること等を定めた運用方針を提案し承認
されました。
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